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ユースポリシー2008 「ワカモノのミカタ」 
2008.4.24 

公明党青年局 
 
＜アピール＞ 
 
公明党青年局は、若者の声を政治に反映するため、今日ま

で様々な取り組みをしてきました。2002年には「Komei ユ
ースポリシー」を、2005年には「Komei ユースポリシー
2005」を発表し、政府に要望してきた政策の多くが実現して
います。 
 
未来に向けて課題が山積みの日本の政治。雇用問題や格差

社会、そして少子高齢化など、混迷する社会の中で、大事に
しなくてはならないのは若者の声ではないでしょうか。 
 
だから公明党は、本気で考えました。 
「若者の見方」に立ちたい。 
「若者の味方」になりたい。 
公明党は宣言します。 
「ワカモノのミカタでいきます！」  
 
日本の未来のためには、若者のことを考える政治が大事で

あり、若者のための政策が必要です。 
 
そこで、若者を取り巻く環境は刻々と変化し、新たな課題

も浮上していることから、「ユースポリシー2008 『ワカモ
ノのミカタ』」として発表することになりました。 
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Ⅰ．青年の社会参加を推進   

青年による、青年のための政治の実現に向けて、まずは、政治の意思決

定プロセスを方向転換！積極的に青年が政治に参加し、青年を“主役”に

据える社会をめざします！ 

 

１．政治の主役は青年 

（意思決定に青年が参加） 
・ 『青年担当大臣・庁』を設置します！ 
→若者に焦点を当てた『青年担当大臣・庁』を内閣に設置します。『青
年担当大臣・庁』は、将来の年金や雇用、住宅など様々な問題を真正
面から取り組むほか、青年政策のための予算を適正に管理・執行させ、
次世代リーダーの育成や充実した青年政策を推進していきます。 

 

・ 青年が政策決定プロセスに参加します！ 
→行政の意思決定に大きく影響を及ぼす審議会などの委員に、青年を
積極的に登用し、青少年育成施策や世代間合意が不可欠な分野の施策
に、青年の意見が適切に反映されるようにします。 

 

・ 青年の政治を推進するため、選挙制度を改革します！ 
→１８歳選挙権の導入や選挙期間中のＨＰ更新の解禁などを進め、青
年の声が政治に反映されやすい環境を整備します。 

 

２．地域の主役は青年 

（地域発展に青年が参加） 
・ 「コミュニティビジネス」を活性化させます！ 
→市民が主体となり、地域が抱えている課題をビジネスの手法によっ
て解決するコミュニティビジネスを活性化させます。地域を活気づけ、
青年が地域で活躍できる社会を創ります。 

 

・ 地域を活力ある社会にします！ 
→「過疎集落青年協力隊」など、若者による地域活性化支援施策を推
進します。 
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・ 地域貢献活動を応援します！ 
→介護や子育て、環境保護、まちづくりなどにおけるＮＰＯ（民間非
営利団体）の役割が高まっています。寄付やボランティアによる青年
の地域貢献活動を応援するため、認定ＮＰＯ法人の要件緩和や寄付金
市場の創設を目指します。 

 

３．外交の主役は青年 

（国際交流の先頭に青年を） 
・ 青年が地球的問題解決の主役に！ 
→国連と連動しながら「アフリカ青年パートナーシップ計画」を具現
化し、青年交流を進める中で、地球的問題群の解決にともに立ち向か
う"青年の青年による青年のためのネットワーク"を形成します。また、
「２１世紀東アジア青少年大交流計画」を推進し、青年が国境を超え
て次代を担う共通意識を育む機会を創ります。 

 

・ 青年国際フォーラムを創設します！ 
→「G8ユースサミット」など、青年が国際的諸問題を議論し、地球的
課題を共有する青年国際フォーラムを創設します。 

 

・ 世界の小型武器の横行を防止します！ 
→紛争や犯罪、テロなどにより、世界で毎年５０万人の命を奪う自動
小銃などの小型武器が横行するのを防ぐため、通常兵器の輸出入に規
制を設ける武器貿易条約（ＡＴＴ）を早期実現させます。 
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Ⅱ．青年の未来に責任  

青年の“いま”をサポートするのは政治の責任。そして、青年の“みらい”を

守るのも政治の責任です。人材育成や雇用対策など未来を担う青年にス

ポットを当てて、現在と未来の架け橋を築きます。 

 

４．未来の人材づくり 

（教育環境の充実） 
・ 教育関連予算をより一層拡充します！ 
→大学の入学金準備をはじめ、教育費の負担が家計に重くのしかかっ
ています。意欲と能力のある学生に家庭の経済状況による教育格差を
生まないため、入学一時金等の奨学金制度などの教育関連予算を一層
拡充していきます。 

 

・ 大学院生の学費、生活費を支援充実させます！ 
→ロースクールや今年度からスタートした教職大学院をはじめ、大学
院の重要性が高まっています。意欲や能力さえあれば、誰でも学べる
ように、学費や生活費支援を拡充します。 

 

・ 日本の大学を『世界市民』育成の機関にします！ 
→外国人留学生の受け入れ体制を充実させるとともに、海外へ留学す
る日本人学生への支援も充実させます。外国人留学生や留学経験のあ
る日本人学生を増やし、日本の大学を国際感覚溢れる『世界市民』を
育成する機関にします。 

 
（職業教育・プロフェッショナルの育成） 
・ 学校教育における職業能力開発教育を強化します！  
→学校教育が雇用保障に結びつきにくい状況を改善します。大学・専
門学校等で職業能力形成に役立つ「実践型教育プログラム」を充実・
普及させます。 

 
・ 日本のビジネススクール（経営大学院）の国際競争力を強化します！ 
→国境を越えた買収・合併など高度化・複雑化する経営環境に対応で    
きる『高度金融人材』（企業の合併・買収（Ｍ＆Ａ）や資金調達などの
知識・経験を持つ専門家）のほか、優秀なＩＴ技術者などを日本のビ
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ジネススクールから輩出する環境を整えます。 
 
（スポーツ・文化芸術を振興） 
・ 地域でスポーツを楽しめる環境を充実させます！  
→偏りのある総合型地域スポーツクラブの設置状況を是正し、大都市
の設置数を増加させます。また、スポーツ施設やグランド、ビーチな
ど、誰もが地域でスポーツを楽しめる環境を整備・充実します。 

 
・ 芸術教育を充実させます！  
→芸術教育の授業時数や体験活動を充実させるとともに専門性の高い
教員の配置に配慮します。 

 

５．未来の産業づくり 

（国際競争力の強化） 
・ 知的財産権の保護と産官学連携を強化します！ 
→日本の若者が開発した知的財産が簡単にコピーされないよう、創作
者の権利を守るとともに、日本の産業界で活かされるよう技術移転を
強化します。 
 

・ クリエイティブ産業の国際的な発信力を強化します！ 
→デザイン・ファッション・ゲーム・ソフトウェアなどさまざまな知
的資産によって価値を生産するクリエイティブ産業の担い手の育成や
事業化、国外への情報発信を応援します。 
 

・ マンガやアニメなどのコンテンツ産業の国際競争力を強化します！ 
→マンガ、ゲーム、アニメ、映画など世界に注目される日本のコンテ
ンツ産業は、人材流出、海賊版の氾濫など課題も山積みです。世界に
誇る日本のコンテンツ産業を支援・強化します。 

 
(起業家・ベンチャー支援) 

・ 優れたアイデアを持つ学生の起業を応援します！ 
→経験・資金不足のために優れたアイデアを活かしきれない学生起業
家を相談支援、資金援助の充実でバックアップします。 
 

６．未来の仕事づくり 

（若年層の雇用促進） 

・ 仕事に就きたい人の就労支援とセーフティネットを整備します！ 
→過去の職業訓練の内容がわかる「ジョブカード制度」の推進でフリ
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ーターを応援。「働くこと」への様々な悩みが相談でき、就労まで支え
てくれる「地域若者サポートステーション」を拡充（100ヶ所へ）。ネ
ットカフェ難民等の相談・支援をするセーフティネット対策を強化し
ます。 

 
・ 派遣・パートなどの働き方を見直します！ 
→劣悪な条件の違法派遣を一掃。正社員と同じ仕事・責任を担うにも
関わらず賃金や福利厚生が低いパート社員・派遣社員など非正規労働
者の待遇を改善(交通費支給など)します。ライフスタイルに合わせて
短時間就労とフルタイム就労を柔軟に移行できる短時間正社員制度な
ど多様な働き方を応援します。 

 

（職場復帰やチャレンジ支援） 
・ 育児休業制度の使いやすさを向上させます！  
→育児休業制度取得の向上を目指し、育児休業給付金の一括支給や短
時間勤務による部分休業にも給付されるよう制度を改正します。 

 

・ 職場復帰のための短時間勤務制度を普及促進します！  
→育児休業からの復帰後の柔軟な働き方を可能とするため、一日あた
りの労働時間や週当たりの労働日を減らす短時間勤務制度の普及・定
着を促進します。 

 

・ スキルアップの機会を拡大します！ 
→教育訓練給付にかかる自己負担分の後払い制度導入や、公共職業訓 
練の土日・夜間の開設を目指します。 

 
・ 公務員再チャレンジ試験の対象を拡大します！ 
→公務員再チャレンジ試験の対象を拡大し、より多くの若者にチャレ
ンジの機会を提供します。 

 

（女性の悩みを解消） 
・ 女性向けの相談窓口を設置します！ 
→各地にある女性センターの相談窓口をより充実させ、仕事や家庭な
どの悩みを気軽に相談できる「女性総合カウンセリング窓口」を地方
自治体に設置します。 

 
・ 働く女性を支援します！  
→出産・育児で辞めずに働き続けられる環境整備、短時間正社員制度
の拡充や正社員への移行支援、キャリアアップのための能力開発支援、
管理職への登用促進など「女性の労働支援策」を推進します。 
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７．未来のまちづくり  

（住まいとくらしの充実） 
・ 新婚・子育て世帯向けの住宅確保を支援します！ 
→新婚・子育て世帯の家賃の負担を軽減するため、公共賃貸住宅制度
や融資制度などを拡充し、使いやすさも向上させます。 

 
・ 幼稚園・保育所の利用料を軽減します！  
→幼稚園の就園奨励費の引き上げや認可外保育園の利用者への支援な
どにより、幼稚園・保育園児を持つご家庭の経済的負担軽減策を充実
させます。 

 
・ いつでもどこでもアクセスできる電子政府、電子自治体実現に向けた
取り組みを強化します！  
→電子行政窓口のワンストップサービス化を推進するなど、利用者本
位の電子政府・電子自治体の実現を目指します。 

 
・ 脱通勤ラッシュ！ 
→都市鉄道ネットワークの充実や混雑緩和対策の実施により、通勤ラ
ッシュの緩和を推進します。 

 
・ 次世代都市内交通を推進します！ 
→渋滞緩和や交通弱者の移動手段の確保、人と環境にやさしい公共交    

通を目指してＤＭＶ（鉄道・一般道走行可能システム）やＬＲＴ（路
面電車の専用軌道走行システム）などの新交通システム導入を推進し
ます。 

 
・ 自転車専用レーンなど自転車交通を促進します！ 
→自動車・自転車・歩行者の棲み分け（自転車専用レーンの導入）や
レンタルサイクルシステムの普及により、環境に優しい安全な町づく
りを促進します。 

 
・ 地域間格差を解消する情報通信環境を整備します！ 
→地デジやインターネット、携帯電話など情報通信環境の改善（イン
フラ、不感エリアなど）により、都市と地方の情報格差などを解消し
ます。 

 
・ インターネット上の違法・有害情報の被害防止策を強化します！ 

 →フィルタリングの普及や情報モラル教育を推進します。と同時にイ
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ンターネット・ホットラインセンター等対応機関の拡充・充実により、
違法・有害情報へのアクセスを防ぐ対策をより一層強化します。 

 

８．未来の地球環境づくり 

（地球環境対策の促進、国民参加型の低炭素社会づくりを強力に推進）  
・ 『クールアース・デー』を創設します！ 
→国民参加型の地球温暖化対策を推進するため、全国の家庭や職場な
どで一斉にライトダウンを行うなど、みんなで地球環境を考え、行動
する日をつくります。また、こうした運動を世界に広げていきます。 

 
・ 「命のための水世界基金」を創設します！ 
→世界では、安全な水を確保できないために、子どもたちが命を落と
したり、社会的不平等が広がる地域があります。安全な水と衛生設備
を確保するための国際的な資金的枠組みを創設します。 

 
・ 「エコポイント」や「カーボンオフセット」の普及を促進します！ 
→省エネ・リサイクル製品の購入や公共交通機関の利用など環境にや
さしい行動で他の商品購入のポイントなどがたまる「エコポイント」
や、温室効果ガスの削減に役立てられる「カーボンオフセット」の普
及により、国民全体の環境活動への意識を高めます。 

 
・ 使用済み携帯電話などのリサイクルを推進します！ 
→限りある地球の鉱物資源でとりわけ貴重な存在となっているレアメ
タル（希少金属）等を、携帯電話などから回収する取り組みを推進し
ます。 

 


